
 
 

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

三陸の海を放射能から守る                       《天恵の海》 
岩手の会                                ２０１０（平成２２）年      

   郵便振替  02240-5-102650                 １１月 ２８日 
《再処理／岩手の環境》                              第９０号  
http://homepage3.nifty.com/gatayann/env.htm                              

《まった再処理分庫》                                 編集事務局 S.Oshida                    
http://briefcase.yahoo.co.jp/k_imag                                               ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636 

                                                          

 本紙『天恵の海』（第７８～８６号）が、これまで報じた記事等をまとめたものです。 依拠した資

料は『原子力施設環境放射線調査報告書』（青森県発行・平成１８，１９，２０年度）や『（財）環境科学技

術研究所・年次報告書』（平成２０年度）などの公的機関の発行物によっています。詳しくは「岩手の会」

ホームページ《再処理／岩手の環境》を参照して下さい。（図作成・永田文夫） 



 

二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
に

よ
っ
て
使
用
済
み
核
燃
料
が
せ
ん
断
さ
れ
、
再
処
理
工
場
周

辺
環
境
に
大
量
の
放
射
能
が
排
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

青
森
県
環
境
放
射
線
監
視
評
価
会
議
は
、
四
半
期
ご
と
に

環
境
モ
ニ
タ
デ
ー
タ
を
評
価
し
て
き
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も

「
一
部
に
変
動
は
見
ら
れ
た
が
こ
れ
ま
で
と
同
じ
水
準
で
あ

っ
た
」
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
詳
細
に

点
検
し
正
確
に
読
み
取
る
と
、
憂
う
べ
き
放
射
能
汚
染
が
始

ま
っ
て
い
る
実
態
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
せ
ん
断

は
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
で
予
定
を
終
了
し
て
い
ま
す
。 

                                       

                                       

                   

放
射
能
の
「雲
」が 

六
ヶ
所
村
一
帯
を
お
お
っ
た 

  

ク
リ
プ
ト
ン
８
５
は
飛

距
離
の
短
い
ベ
ー
タ
線
を

発
し
ま
す
の
で
モ
ニ
タ
ま

で
気
体
が
降
り
て
こ
な
い

と
測
定
出
来
ま
せ
ん
。
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
測

定
さ
れ
た
と
言
う
こ
と
は 

人
々
の
生
活
す
る
地
上
ま 

        

で
降
り
て
き
た
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。 

 

尾
駮
沼
の
生
物 

 

急
速
に
放
射
能
汚
染 

 

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
開
始

後
二
〇
〇
八
年
三
月
ま
で

に
放
出
さ
れ
た
ヨ
ウ
素
１

２
９
は
、
空
へ
七
億
四
〇
〇

〇
万
ベ
ク
レ
ル
、
海
へ
五
億

五
〇
〇
〇
万
ベ
ク
レ
ル
。 

 

尾
駮
沼
の
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
は
試
験
前
の
約
八
三
倍
、

ワ
カ
サ
ギ
は
約
二
〇
倍
、
ハ

ゼ
は
約
四
一
倍
、
エ
ビ
は
約

一
七
倍
、
そ
し
て
藻
類
か
ら

は
二
年
前
の
約
一
九
倍
の

放
射
能
が
検
出
さ
れ
ま
し

た
。 

         

ヨ
ウ
素
１
２
９
は
半
減
期
が

一
六
〇
〇
万
年
も
あ
り
ベ

ー
タ
線
を
発
し
ま
す
。
子
ど

も
達
の
甲
状
腺
へ
濃
縮
し
、

ガ
ン
の
原
因
と
な
る
こ
と

が
心
配
さ
れ
ま
す
。 

下
北
沖
合
も
ト
リ
チ
ウ
ム
で

汚
染
、
県
・原
燃
は
不
検
出 

 

下
北
半
島
沖
合
の
ヒ
ラ

メ
の
体
内
水
の
ト
リ
チ
ウ

ム
（
半
減
期
一
二
年
）
が
、

自
然
界
の
も
の
よ
り
も
一

五
倍
も
大
き
い
値
を
測
定

し
て
い
ま
す
。
尾
駮
港
の
海

水
で
も
時
折
高
い
値
が
見

ら
れ
ま
し
た
（
最
高
で
約
四

〇
倍
）
。
東
北
電
力
も
東
通

沖
合
で
二
〇
倍
を
二
回
も

測
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
、
青
森
県
や
原
燃
は
下

北
沖
海
水
を
五
〇
回
ほ
ど

調
べ
て
い
ま
す
が
す
べ
て

不
検
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

環
境
科
学
技
術
研
究
所

の
報
告
書
に
は
、
こ
の
沼
の

河
口
に
あ
る
尾
駮
港
の
付

近
と
思
わ
れ
る
測
定
地
点

の
海
底
の
堆
積
物
か
ら
、
二

年
前
に
比
較
し
て
約
一
二

倍
の
ヨ
ウ
素
１
２
９
が
検
出

さ
れ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

六
ヶ
所
村
農
業
世
帯
の
日
常

食
か
ら
ヨ
ウ
素
１
２
９ 

 

環
境
科
学
技
術
研
究
所

の
調
査
で
は
、
村
内
農
業
世

帯
の
食
事
か
ら
ヨ
ウ
素
１

２
９
が
平
常
値
の
約
二
七

倍
の
濃
度
で
検
出
さ
れ
ま

し
た
。 

 

井
戸
水
か
ら
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ

ム
９
０
検
出 

 

日
本
原
燃
が
調
査
し
青

森
県
に
報
告
し
た
デ
ー
タ

に
は
、
二
〇
〇
九
年
に
六
ヶ

所
村
内
の
井
戸
水
（
場
所
は

未
発
表
）
か
ら
ス
ト
ロ
ン
チ

ウ
ム
９
０
が
測
定
さ
れ
た

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

も
「
一
㍑
あ
た
り
一
四
㍉
ベ

ク
レ
ル
」
と
い
い
、
過
去
二

〇
年
の
日
本
国
内
の
最
大

値
の
二
倍
も
の
異
常
数
値

で
す
。 

              

海
水
中
の
ト
リ
チ
ウ
ム 

自
然
値
の
六
倍
で
検
出 

 

文
部
科
学
省
の
海
洋
放

射
能
調
査
に
よ
る
と
二
〇

〇
八
年
五
月
に
は
八
戸
沖

で
自
然
値
の
約
七
倍
も
の

ト
リ
チ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ

ま
し
た
。
〇
・
二
ベ
ク
レ
ル

／
㍑
以
上
の
異
常
海
水
が

広
範
囲
に
広
が
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
沿

岸
生
物
へ
の
放
射
能
汚
染

が
心
配
さ
れ
ま
す
。 

吹越地区  主排気筒から北西約１０

キロの吹越地区で日本平均の７３００

倍ものクリプトン８５が感知されました。 

尾駮河口 底土からヨウ

素１２９が２年前の約１

２倍で検出されました。 

尾駮港北側の海浜  美しい砂浜は海

水浴やサーフィンの適地。沖合３キロ

に廃液放出口がある。 

尾駮沼 プランクトンや藻類、ハゼ、
エビ、貝のヨウ素１２９（半減期１６００

万年）の濃度が急上昇しました。 

 

高さ１５０メートルの排気筒 人々の生活圏周辺のモニタリングス

テーションにおいて、せん断作業日１５０日のうちの９７日（６５％）

で放射能クリプトン８５（半減期 10.7 年）の降下がありました。 


